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生涯学習課 ・中央 公民 館

地区公民館を若者の居場所に

Ｒ５

あす
８月1日から

若者の居場所を作ってほしい 公民館は15～20歳の利用が少ない

要望や課題に基づき改革

7か所に「フリースペース」 を開設

若者が利用しやすい公民館へ

学習スペースを拡充

R5

▶中央公民館（Mウイング） ▶ ２倍に増設
▶松南・四賀・梓川 通年利用に

Mウイングの様子

R6

学習に限定しないフリースペースを開設

・学習の目的に限定して部屋を開放

▶庄内・第３・城東・白板・島内・芳川・寿の７か所に新設

・学習のほか、会話やボードゲーム、携帯ゲームを楽しむこともできる

・飲食は原則できない （ただし施設ごとに除外ルールあり）

・飲食が可能、職員など大人が見守りのため常駐

今後、利用状況を見ながら35地区に順次拡大を目指す



※ いずれの部屋にも机と椅子、Wi-Fi、電源あり
※ 立地状況（学校との距離・若者の人口等）をもとに公民館を選定
※ 昨年度の｢公共施設学習スペースアンケート結果｣と公民館の利用状況から日時を設定

公民館 主な対象 部屋 開場時間

庄内地区 小学生以上 １階 視聴覚室 【月・金】 １６～２０時 ／ 【土・日・祝】 9～17時

第三地区

中高生

２階 研修室 【月～金】 9～20時 ／ 【土・日・祝】 9～17時

城 東 ３階 講義室 【毎月 第1・3土】 10～17時

白板地区 １階 多目的室 【月】 17～20時 ／ 【土】 9～17時

島 内 １階 視聴覚室 【毎月 第2土】 13～17時

芳 川 ２階 講義室 【水】 15～19時 ／ 【日】 13～17時

寿 ２階 視聴覚室 【水】 15～20時 ／ 【土】 9～１７時

◆若者が地域とつながる「きっかけづくり」に
◆公民館職員がいない時間帯は、地域の住民組織等が運営･管理
◆大人と｢ほど良い距離感｣のなかで、「物理的な居場所」だけではない居心地の良い「心の居場所」へ
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消 防 防 災 課消防団員の資格取得を補助

R３年度から実施
時代に即した消防団への改革パッケージ

・H29年 運転免許の区分変更により、普通免許ではポンプ車の運転が不可
→若手団員は準中型免許の取得が必要

・団員確保に向けて県内随一の手厚い補助制度を創設
・希望者は分団長の承認を得て申請

８月１日
受付開始

消防ポンプ車を運転するのに必要な準中型免許や
消防団活動に資する資格取得を補助<目指す姿>

◇合理的で機動力の高い消防団
◇若者の入団に繋がる魅力ある消防団活動

免許・資格 必要経費 助成率

準中型免許
１９0,000円～
220,000円

全額

危険物乙種第４類 4,600円

３分の２以内
（上限10万円）

チェーンソー特別教育 23,600円

防災士資格 40,000円

クレーン運転・玉掛 59,400円

車両建設機械技能講習 78,700円

ドローン操縦士資格 88,000円～

松本市消防団員数の定員充足率は７８% 持続可能な運営に向け若者の入団増が急務
※

※R６年４月１日時点

◆訓練手法・活動内容の
見直し（R3）

分団・部の
再編

団員確保

処遇改善

デジタル化

負担軽減

◆入団メリットの打ち出し
◆女性・若者の加入促進
◆地区・町会との連携

◆団員減少が著しい地区の
ブロック再編

◆報酬・運営費引き上げ(R４)
◆出動報酬の新設(R４)

◆出勤管理のデジタル化(R5)
◆報告事務の負担軽減(R5)


